
国語科学習指導案 

 広島市立〇〇中学校 

 教諭 〇〇〇〇  

１ 期  間 令和元年〇月〇日 ～ 〇月〇日 

２ 場  所 第３学年〇組教室 

３ 学年・組 第３学年〇組 

４ 指導事項 

 ⑴ 第３学年 Ｃ 読むこと エ 

・ 文章を読んで人間，社会，自然などについて考え，自分の意見をもつこと。 

 ⑵ 第２学年 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 イ(ｲ) 

・ 抽象的な概念を表す語句，類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し 

語感を磨き語彙を豊かにすること。 

※ 第２学年の指導事項を扱うのは,指導計画の内容と取扱い 1(1)に基づく弾力的な指導。 

５ 単 元 名 物語を読んで自分の考えを広げたり深めたりする 「故郷」 

６ 言語活動  

・ 物語を読み，考えたことを語り合う活動(感想交流会～「故郷」が教えてくれること) 

 

７ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 
言語についての 

知識・理解・技能 

○ 「故郷」を読み，登場人物の

生き方や，作者の意図，作品の

価値についての考えをもち，交

流を通して考えを深めようとし

ている。 

○ 「故郷」を読み， 登場人物の

ものの見方や考え方の違いを整

理し，人間，社会などについて

自分の意見をもっている。 

○ 作品の主題につながる抽象的

な概念を表す語句，対義語や多

義的な意味を表す語句に注意

し，その語句が表す意味を考え

ている。 

 

８ 単元について 

 ⑴ 生徒の状況 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 教材の価値 

「考えの形成」とは，読み取ったことを基に，テキストに表されたものの見方，考え方に対する自分の考

えをまとめたり広げたり深めたりすることである。そのためには，構成や描写に関する作者の工夫に気付き，

その意味を推測したり，読み取ったことと既有知識や経験を結び付け，テキスト全体に対して自分なりの価

値付けをしたりすることが必要である。このような「考えの形成」の学習のために「故郷」が適している理

由は以下の二点である。 

    



・ 構成，描写等，表現の工夫が豊富にある。  

「故郷」は優れた文学的表現が随所に見られる作品である。回想場面を合間に挟むことで，「私」の心

象風景にある過去の故郷と現在の故郷との差異を強調するという構成の工夫や，情景描写によって「私」

の故郷に対する思いの変化を描く(帰郷時：「鉛色の空」→回想時：「紺碧の空」→離郷時：「薄墨色」→結

末：「紺碧の空(ルントウの姿はない)」)という描写の工夫等様々に挙げられる。このような作者の工夫に

気付き，その意味を推測していく中で，生徒はテキスト全体に対する考えを形成していくことができると

考える。また，生徒はこれまでにも「変化」「繰り返し」等の作者の工夫に注目して文学的文章を読む学

習を行ってきているため，本教材はそれらの既習事項が考えを形成する際にも役立つことを実感させるこ

とに適している。 

 

・  多様な解釈が可能であるとともに，社会や人間について考える契機となり得る。 

「故郷」には，社会に蔓延する不正や不平等に変革の必要性を感じながらも，変わりゆく「故郷」に何

をすることもできない「私」や，厳しい社会状況に抵抗することもなく搾取され続け「心が麻痺し」てし

まうルントウ等，辛亥革命後の中国社会における人々の生き方や人間関係の変化，それらに心を揺さぶら

れる中心人物「私」の姿が描かれている。 

自分の考えを広げたり深めたりして確かなものにしていくためには，自分とは異なる多様なものの見

方・考え方に触れることが不可欠である。生徒は，テキストの言葉から読み取れるものの見方や考え方を

手がかりに，登場人物の生き方や立場の違いに気付き，自分なりにそれぞれの生き方の善し悪しや，作者

のメッセージを考えることとなる。それは，「故郷」に描かれた時代と同様に，予測困難な現代を生きる

生徒達が，自分ではいかんともしがたい社会の中で人間はどのように生きるのか，これから自分はどのよ

うに生きていくのか等，社会の在り方や人間の生き方について自分の考えをもつことに繋がると考える。 

 

⑶ 指導の工夫 

  ・ テキスト全体の意味を問う「話題」(「キーになる発問」)を生徒に選択させ，考えを書かせる。 

    自身のこれまでの実践では，教師が用意した発問に沿って，テキストの部分的な解釈を全員で共有しな

がら読んでいき，最終的にそれらを統合してテキスト全体に対する生徒の考えを表現させる授業が多かっ

た。しかしそれでは，生徒は教師が用意したレールに沿って読み進めていくことになる。そのため，本来

考えを形成する上で重要な学習となる，部分的に読み取った内容を生徒自身が関連付けたり，統合したり

して，テキスト全体の意味を紡ぎ出していく活動が不十分であった。 

そこで，今回は初めに「一番重要な工夫は何か」「一番重要な登場人物は誰か」等，テキスト全体に関

わる問い(「キーになる発問」)を話合いの「話題」として生徒に提示し，生徒の率直な考えを引き出すこ

とから学習を始める。「キーになる発問」は，誰もが考えられる問いであり，かつテキスト全体に関わる

問いである。そのため，表面的，部分的な読みに留まることなく，細部と全体を行き来しながら，テキス

ト全体を俯瞰した考えを形成していくための糸口として有効である。また，「話題」は複数用意し，生徒

に選択させることで，生徒自身が考えやすい切り口でテキストに対する考えをもてるよう工夫する。 

 

・ 「考えを深める言葉」(「理解方略」)を使って，グループで交流する。 

    テキストを読み自分の考えを形成するためには，作者の工夫を見付けたり，字句通りではない言葉の意

味を推測したり，書かれていることを自分の知識や経験と結び付けたりすることが必要である。そのため

に，優れた読み手は頭の中で常に「質問」「関連付け(比較)」「推測」等の「理解方略」を用いている。今

回の授業では，「理解方略」を，「考えを深める言葉」として生徒に明示し，生徒がグループのメンバー同

士で「考えを深める言葉」を用いて，お互いの考えを広げたり深めたりする活動を仕組む。具体的には，

話合いの「話題」に対して，個々が自分なりの考えを書いた後，グループのメンバー同士で「考えを深め

る言葉」を用いて質問し合う活動を行う。その際，初発の考え，交流時の考えの広がりや深まり，交流後

の考えを一枚のシートに可視化するために，「考えの形成シート」を活用する。このような活動をする中

で，生徒が「理解方略」を，考えを形成するための方法として認識しながら，テキスト全体に対する自分

なりの考えを形成できると考える。最終的には，生徒が一人で「理解方略」を自覚的に用い，考えを形成

していくことを目指している。  

 

  ・ 以上二つの工夫を踏まえ，考えを形成する一連の過程を生徒に意識付けるために，【表１】に示す学習

活動を単元の中で複数回繰り返す。 

 

【表１】「考えを形成する力」を育成するための学習活動 

学習活動 指導の工夫 「考えの形成」の過程 

①「話題」に対する自分の考えを書く。 「キーになる発問」 考えをもつ 



②グループで交流し，互いに「考えを深める言葉」を使って「考えの形成

シート」に付箋で質問や感想を書き合う。 
「理解方略」 考えを広げる・深める 

③メンバーの付箋に対して考えたことを書き足す。  

※必要に応じて②③を繰り返す。 
「理解方略」 考えを広げる・深める 

④再度「話題」についての自分の考えを書く。  考えを形成する 

 

９ 単元の学習と評価の計画（全 11時間）         ◎印は特に重点的に指導し評価する 

次 時 学習活動 関 読 言 評価規準(評価方法) 

一 

１ 

◯単元の目標と流れを知る。 

○『こうえんで…４つのお話』

を読み，作者の工夫を確認す

る。 

 

 

 

◎  

 

 

 

・物語を読んで自分の考えをもつために,場面や登場人物の設定等を捉え

て,内容の理解に役立てている。(考えの形成シート①) 

★ 

２ 

◯「考えを深める言葉」につい

て知る。 

◯【表１】の学習活動に沿って

活動する。 

 

 

◯ 

◎  ・物語に表れているものの見方や考え方について整理し,交流して自分の

考えを広げたり深めたりしている。(考えの形成シート①) 

・物語について自分の考えをもち,交流して考えを広げたり深めたりしよ

うとしている。(活動の観察，振り返りシート) 

二 

３ 

◯「故郷」を通読する。 

◯初読の感想や疑問を書く。 

◎   

○ 

・物語を読んで初読の感想や疑問を書こうとしている。(初読の感想) 

・物語を読む際に象徴的な表現や対義語,多義的な意味を表す語等に注意

している。(初読の感想) 

４ 

◯人物関係図を全体で確認し，

大まかな内容をつかむ。 

 ◎  

 

◯ 

・物語を読んで自分の考えをもつために,場面や登場人物の設定等を捉え

て,内容の理解に役立てている。(人間関係図) 

・物語の内容を整理する際に象徴的な表現や対義語,多義的な意味を表す

語等に注意している。(人間関係図) 

★

５ 

◯作者の工夫を確認する。 

◯「話題Ⅰ」の中から一つ～三

つ選び，自分の考えを書く。 

 

 

 

◎  

 

○ 

・物語に表れているものの見方や考え方について自分の考えをもってい

る。(考えの形成シート②) 

・物語に対する考えを書く際に象徴的な表現や対義語,多義的な意味を表

す語等に注意している。(考えの形成シート②) 

三 

★

６ 

◯「話題Ⅰ」について，【表１】

の学習活動に沿って活動す

る。 

※前時のワークシートを基に教

師が振り分けたグループで活

動する。 

 

 

◯ 

◎  

 

 

 

○ 

・物語に表れているものの見方や考え方について整理し,交流して自分の

考えを広げたり深めたりしている。(考えの形成シート③) 

・物語について自分の考えをもち,交流して考えを広げたり深めたりしよ

うとしている。(活動の観察,振り返りシート) 

・物語の内容を整理する際に象徴的な表現や対義語,多義的な意味を表す

語等に注意している。（考えの形成シート③) 

★

７ 

◯「話題Ⅱ」(『故郷』が教えて

くれたこと)について，【表１】

の学習活動に沿って活動す

る。 

 

 

◯ 

◎  

 

 

 

○ 

・物語に表れているものの見方や考え方について整理し,交流して自分の

考えを広げたり深めたりしている。(考えの形成シート④) 

・物語について自分の考えをもち,交流して考えを広げたり深めたりしよ

うとしている。(活動の観察,振り返りシート) 

・物語の内容を整理する際に象徴的な表現や対義語,多義的な意味を表す

語等に注意している。(考えの形成シート④) 

８ 

◯グループで話し合ったことを

画用紙に整理する。 

◯感想交流会の練習をする。 

◎   ・物語を読んで考えたことを交流するために,グループの意見を整理しよ

うとしている。(活動の観察，振り返りシート) 

９ 

◯各グループで話し合ったこと

を，感想交流会を通して全体

で共有する。 

◎   ・物語について自分の考えをもち,交流して考えを広げたり深めたりしよ

うとしている。(活動の観察，交流会の感想) 

四 

10 

◯「故郷」について自分が考え

たことを感想文にまとめる。 

 ◎  

 

○ 

・物語に表れているものの見方や考え方について整理し，人間や社会等

について自分の意見をもっている。(感想文) 

・物語の内容を整理する際に象徴的な表現や対義語,多義的な意味を表す

語等に注意している。(感想文) 

11 
◯単元の振り返りをする。 

 

◎   ・単元を振り返り，自分の考えの広がりや深まりを自覚し，学習したこ

とを価値付けようとしている。(振り返りシート) 

★は研究の手立てに当たる時間。 

 

 

 

 

 

 



10 本時について 

⑴ 第１時 

  ア 本時の目標 

○ 絵本から作者の工夫を読み取ることができる。 

イ 本時の評価規準 

観点 評価規準 具体的な生徒の姿 

読む能力 物語を読んで自分の考えをもつた

めに，場面や登場人物の設定等を捉え

て,内容の理解に役立てている。 

 絵本の挿絵や言葉，構成に関する作者の工夫（繰り

返し，変化，意外性）を読み取り，ワークシートに

書いている。 

ウ 本時の学習過程 

 学 習 活 動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する生徒への支援） 
評価規準・評価方法 

導 

 

入 

１ 学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の目標を知る。 

◯ 学習に対し主体的に取り組む態度で臨めるよ

う，これまでの経験を基に文学的文章を読む目的

について考えさせ，今回は自分の考えを広げたり

深めたりすることが目的であると伝える。また，

文章を読んで考えを広げたり深めたりするため

には，作者の工夫を読み取ることと，考えを深め

るための方法(「理解方略」)を学ぶ必要があるこ

とを確認する。 

○ 学習の見通しをもたせるために，パワーポイン

トで単元の目標，言語活動，単元の流れを確認す

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

３ 「こうえんで･･･４つの

お話」の範読を聴く。 

 

 

 

４ グループで絵本(４人

班にコピー２部)を読み，

作者の工夫についての気

付きをワークシートに書

く。 

・ 一つの出来事が四つの

異なる視点で描かれてい

る。 

・ 登場人物によって公園

の背景の描き方が異な

る。 

◯ 作者の工夫を考えながら読ませるために，既習

事項である「変化」「繰り返し」「意外性」等の普

通と違うと感じるところ（＝作者の工夫）に注意

しながら聴くように促す。 

 

◯ 作者の工夫に対する気付きを書かせるために，

「なぜか登場人物がゴリラである(意外性)」

「◯◯の場面が何度も出てくる(繰り返し)し，比

べると●●が変化している(変化)」等，書き方の

モデルを示す。 

Ｃ：挿絵に注目させる。繰り返し出てくる場面や普

通と違う表現に注目させる。 

 

 

 

 

 

 

  

 

読 

Ａ：絵本の挿絵や言

葉，構成に関す

る作者の工夫を

見付け，その効

果も考えながら

ワークシートに

書いている。 

Ｂ：絵本の挿絵や言

葉，構成に関す

る作者の工夫を 

見付け，ワーク 

絵本から作者の工夫を読み取ることができる。 

★単元の目標：物語を読んで自分の考

えを広げたり深めたりする 

→感想交流会をしよう 

☆単元の流れ 

①絵本で練習(作者の工夫を探そう) 

②絵本で練習(「考えを深める言葉」

を使って交流しよう) 

③「故郷」通読と初読の感想 

④大まかな内容をつかむ(人物関係

図) 

⑤⑥⑦「話題Ⅰ」について考える＆交

流 

⑧「話題Ⅱ」について考える＆交流 

⑨感想交流会 

⑩まとめ(感想文) 

⑪単元の振り返り 

 



 

５ 作者の工夫についての

気付きをグループごとに

ホワイトボードにまとめ

全体で共有する。 

 

 

◯ 次時の活動(絵本について自分の考えをもつ)

に活かすために，絵本全体の意味を捉えることに

繋がる作者の工夫を全員で共有させる。 

・ 一つの話を四つの視点で書いている(変化) 

・ 同じ場面が繰り返されている(繰り返し) 

・ 人によって公園の背景やフォントが異なる(変

化，意外性) 

シートに書いて

いる。 

 

 

ま 

と 

め 

６ 本時の振り返りをす

る。 

 

◯ めあてを意識した振り返りになるよう，「作者

の工夫を読み取ることができたか」という視点で

振り返りシートに記入させる。 

 

エ 板書計画 
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⑵ 第２時 

 ア 本時の目標 

○ 「考えを深める言葉」を使って交流し，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。 

イ 本時の評価規準 

観点 評価規準 具体的な生徒の姿 

読む能力 物語に表れているものの見方や考

え方について整理し,交流して自分の

考えを広げたり深めたりしている。 

 「考えを深める言葉」を使って交流し，「話題」に

ついての自分の考えを発展させたり，根拠を具体的

にしたりしてワークシートに書いている。 

ウ 本時の学習過程 

 
学 習 活 動 

指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する生徒への支援） 
評価規準・評価方法 

 

 

導 

 

入 

 

 

１ 前時の学習を想起し，本時の

学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の目標を知る。 

 

◯ 前時の学習との繋がりをもたせるために

前時に学習した作者の工夫が，本時で考えを

書く際の根拠となることを確認する。  

◯ 本時の学習の見通しをもつために，考えを

広げたり深めたりするためには「考えを深め

る言葉」を使う必要があることを伝え，パワ

ーポイントで本時の流れを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ グループで選んだ「話題」

(「キーになる発問」)について，

「考えの形成シート」に自分の

考えを書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「考えを深める言葉」とは何

かを知り，交流の仕方を確認す

る。 

 

 

 

◯ グループ交流に入る前に共通の「話題」を

定め，それに対する自分の考えをもたせるた

めに，書きやすい「話題」をグループで選ば

せ，ワークシートに考えを書かせる。 

◯ 交流に向けて自分の考えの根拠を明確に

させるために，前時で押さえた作者の工夫を

根拠として考えを書くよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 交流の方法を理解させるとともに，「考え

を深める言葉」の「質問」「関連」「推測」の

違いを説明するために，モデルをパワーポイ

ントで示す。 

◯ 考えを広げたり深めたりするためには，

「質問」することが特に重要だと気付かせる

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「考えを深める言葉」を使って交流し，自分の考えを広げたり深めたりするこ

とができる。 

①「話題」についての自分の考え(１) 

②「考えを深める言葉」を使ってグループ

で交流(付箋を貼り合う) 

⑤「話題」についての自分の考え(２) 

【話題】 

① この作品の中で一番重要なところや、一

番印象深いところはどこだと思います

か？その理由も教えてください。 

② この作品の中で一番驚いたところはど

こですか？その理由も教えてください。ま

た、その部分がなかったらこの話はどのよ

うに変わりますか？ 

③ この作品で作者がしている最も重要な

工夫は何だと思いますか？また、それはど

のような効果があると思いますか？ 

④ 最も重要な登場人物は誰だと思います

か？その理由も教えてください。また、そ

の人がいなかったらこの話はどのように

変わりますか？ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

展 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ グループで「考えの形成シー

ト」を交流し，「考えを深める

言葉」を使って，お互いに付箋

を貼り合う。 

グループ内で二人ずつのペア

に分かれる。二人で相手への質

問を考えて付箋を貼る。 

 

６ 「考えの形成シート」を交換

する人を変えて，５の過程を繰

り返す。 

 

 

 

 

 

 

７ 自分の「考えの形成シート」

に貼られた付箋を見て，ワーク

シートにさらに考えを書き加

える。 

 

 

 

 

８ 再度グループ内で自由に「考

えの形成シート」を交流し，必

ために，交流のモデルを見て，考えが深まる

きっかけを与えている最も重要な「考えを深

める言葉」はどれかを考えさせる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 幅広く「考えを深める言葉」を使って考え

を広げたり深めたりするために，できるだけ

三種の付箋を使うことを促す。 

Ｃ：付箋の書き方のパターンを教える。教師が

一緒に考え，モデルを示す。 

(例：根拠がない時→「本文のどこからそう思

ったのですか」) 

 

 

 

◯ 生徒の思考が止まらないように，付箋に対

する反応がすぐに思い付かない場合には，付

箋をワークシートの隅等に置き，保留しても

良いと伝える。 

Ｃ：付箋に書かれた質問の意図を相手に確認さ

せたり，質問に対する答えを考えるために参

照すべき本文の箇所を教えたりする。 

 

◯ 「考えを深める言葉」によってお互いの考

えが広がったり深まったりしたことを自覚

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品：「春に」 

話題：「作者の工夫とその効果について」 

考え(１)： 

「この気もちはなんだろう」が４回繰り返

されている。自分で自分の気もちがわか

らないことを強調する効果がある。 

交流： 

なぜわざわざ分からない気もちを書い

たのか？(質問) 

たぶん春の気もちを表していると思う

が，どう？(推測)→おそらく春に感じる

不安と期待を描いているのだろう。 

自分ならよく分からない時には人に話

したくなると思うが，どう？(関連)→も

やもやした気持ちを人に伝えてどうに

かしたいという経験，私もある。 

考え(２)： 

「この気もちはなんだろう」が４回繰り

返されている。なぜ四回も繰り返されて

いるのだろうか。春は何かを始めたいと

いう期待と不安が混ざって複雑な気も

ちになる。そのもどかしさを一人で抱え

きれなくて，何度も「この気もちはなん

だろう」と繰り返し，読み手に「気もち」

の内容を考えさせている。 

 

 



  要であれば付箋やメモを書き

足す。 

 

 

９ 交流したことを踏まえて，再

度「話題」に対する自分の考え

を書く。 

 

 

 

 

 

 

10 最終的な自分の考えをグル

ープで交流した後，全体で共有

する。 

 

させるために，付箋(「考えを深める言葉」) 

とそれに対する応答(深まった考え)のつな

がりを確認させる。 

 

◯ 考えの広がりや深まりを生徒に表現させ

るために，交流を通して，初めに書いた自分

の考えから変化したことや，具体的になった

ことを踏まえて書くよう指示する。 

Ｃ：「考えの形成シート」に貼られた付箋の質

問と，自分のメモ欄に書いた答えをつないだ

り，新たに分かった点や詳しくなった点を箇

条書きにしたりするよう助言する。 

 

◯ 自分の書いた付箋(＝「考えを深める言

葉」)が相手の考えの形成に寄与した実感を

もてるよう，お互いの「考えの形成シート」

を交換し，付箋とそれに対する応答，それら

を踏まえた最終的な相手の考えのつながり

を確認させる。 

◯ 学習の達成モデルを示すために，交流を踏

まえて，考えが広がったり深まったりしてい

る生徒に発表させ，価値付ける。 

 

 

 

読 

Ａ：交流の中で得た新

たな根拠や考え

を繋ぎ合わせ，初

めの考えを発展

させたり具体的

にしたりして書

いている。  

Ｂ：交流の中で得た新

たな根拠や考え

を踏まえて，初め

の考えに付け加

えて書いている。  

 

 

 

ま 

と 

め 

11 本時の振り返りをする。 ◯ めあてを意識した振り返りになるよう，

「考えを深める言葉」を使って交流できた

か，「自分の考えを深めたり広げたりできた

か」という視点で振り返りシートに記入させ

る。 

 

エ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感
想
交
流
会
を
し
よ
う 

物
語
を
読
ん
で
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る 

 

「
故
郷
」(

②
絵
本
で
練
習) 

本
時
の
め
あ
て 

☆ 

「
考
え
を
深
め
る
言
葉
」
を
使
っ
て
交
流
し
、
自

分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

  

「
考
え
を
深
め
る
言
葉
」 

 

…
考
え
を
具
体
的
に
し
た
り
、
広
げ
た
り
、
発
展
さ
せ
た

り
す
る
た
め
の
言
葉 

 

◯
質
問
…
黄
色 

 

 
 

・
な
ぜ
～
な
の
か
？ 

 
 

・
ど
の
よ
う
に
～
な
の
か
？ 

・
本
文
の
ど
こ
か
ら
そ
う
思
っ
た
の
か
？ 

 
 

・
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
？ 

な
ど 

◯
関
連
付
け(

比
較)

…
青 

 
 

・
◯
◯(

タ
イ
ト
ル
・
場
面
・
言
葉
・
他
の
作
品
…)

と
つ

な
が
る
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

 
 

・
◯
◯
と
似
て
い
る(

逆
だ)

と
思
う
が
、
ど
う
？ 

 
 

・
自
分
な
ら
～
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

な
ど 

◯
推
測
…
赤 

 
 

・
ま
と
め
る
と
～
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

 
 

・
た
ぶ
ん
～
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

 
 

・
も
し
◯
◯
な
ら
～
だ
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

 

な
ど 

◯
そ
の
他
…
緑 

 
 

・
◯
◯
に
共
感
す
る 

 
 

・
◯
◯
は
違
う
と
思
う
、
な
ぜ
な
ら
… 

 
 

・
こ
の
あ
と
は
～
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

な
ど 

 



⑶ 第３時 

ア 本時の目標 

○ 物語を読んで，初読の感想や作者の工夫への気付き，疑問を書こうとすることができる。 

イ 本時の評価規準 

観点 評価規準 具体的な生徒の姿 

関心・意欲・態

度 

物語を読んで初読の感想や作者の

工夫への気付き，疑問を書こうとして

いる。 

 「故郷」を通読し，印象に残ったことや作者の工夫

(繰り返しや変化)への気付き，疑問を書こうとして

いる。 

ウ 本時の学習過程 

 
学 習 活 動 

指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する生徒への支援） 
評価規準・評価方法 

 

 

導 

 

入 

 

 

１ 前時の学習を想起し，本時の

学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の目標を知る。 

 

◯ 「故郷」を読んで自分の考えをもち，広げ

たり深めたりするために，前時までに学習し

たこと(作者の工夫を読み取ることや「考え

を深める言葉」を使って考えを深めること)

を「故郷」の学習に生かしていくことを確認

する。  

◯ 学習の見通しをもたせるために，パワーポ

イントで再度単元の目標と言語活動，単元の

流れを確認し，本時は作者の工夫に注意しな

がら「故郷」を通読することを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

３ 「故郷」に関する基本的な知

識を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 作者の工夫や疑問に思うこ

とに注意しながら，通読する。 

 

 

 

５ 登場人物とその関係を簡単

に確認する。 

◯ 作品の舞台をイメージしやすいように，パ

ワーポイントや資料集を使って知識を与え

る。その際，作品の言葉に向き合うことが中

心となるよう，提示する資料は最低限に留め

る。 

・ 魯迅は中国近代文学の父と呼ばれる程著名

な作家である。 

・ 舞台は二十世紀の中国であり，その頃の中

国は不安定な世情であった。 

 

◯ 読む視点を定めるために，前時までに学習

したことを生かし，作者の工夫(変化，繰り

返し等)に注意しながら読むことを確認す

る。 

 

◯ 感想を書く上での基本的な情報を整理す

るために，登場人物とその関係を簡単に確認

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通読し，初読の感想や作者の工夫への気付き，疑問を書くことができる。 

 

★単元の目標：物語を読んで自分の考えを

広げたり深めたりする 

→感想交流会をしよう 

☆単元の流れ 

①絵本で練習(作者の工夫を探そう) 

②絵本で練習(「考えを深める言葉」を使っ

て交流しよう) 

③「故郷」通読。初読の感想 

④意味調べ 

⑤大まかな内容をつかむ(人物関係図) 

⑥⑦「話題Ⅰ」について考える＆交流 

⑧⑨「話題Ⅱ」について考える＆交流 

⑩感想交流会 

⑪まとめ(感想文) 

⑫単元の振り返り 



 

 

６ ワークシートに初読の感想

や作者の工夫への気付き，疑問

を書く。 

 

 

する。 

 

◯ 生徒の率直な考えを引き出すために，全て

の行を埋める必要はないこと，書きやすい項

目から書けばよいことを伝える。 

Ｃ：繰り返し出てくる描写や言葉，違和感のあ

る登場人物の行動等に注目させる。 

Ｃ：印象に残ったり，疑問に思ったりした言葉

や文を書き抜くだけでもよいと伝える。  

 

 

 

 

関 

Ａ：印象に残ったこと

や作者の工夫へ

の気付き，疑問を

書き，工夫の効果

や疑問に対する

答えについて考

えたことも書こ

うとしている。 

Ｂ：印象に残ったこと

や作者の工夫へ

の気付き，疑問を

書こうとしてい

る。 

ま 

と 

め 

７ 本時の振り返りをする。 ◯ めあてと振り返りに一貫性が出るよう，

「初読の感想や疑問，作者の工夫についての

気付きが書けたか」という視点で振り返りシ

ートに記入させる。 

 

エ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感
想
交
流
会
を
し
よ
う 

物
語
を
読
ん
で
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る 

 

「
故
郷
」
③ 

 

本
時
の
め
あ
て 

☆ 

通
読
し
，
初
読
の
感
想
や
作
者
の
工
夫
へ
の
気
付
き
，

疑
問
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↓ 

 
 
 

（
登
場
人
物
、
場
面
、
情
景
描
写
等
の
） 

変
化
、
繰
り
返
し(

対
比)

、
意
外
性 

   

◯
作
者 

 
 

魯
迅･

･
･

中
国
近
代
文
学
の
父 

  

◯
舞
台 

 
 

二
十
世
紀
の
中
国･

･
･

不
安
定
な
世
情 

  

◯
登
場
人
物 

 
 

・「
私
」(

迅)
 

・「
私
」
の
母
と
父 

 
 

・
ホ
ン
ル(

「
私
」
の
甥) 

・
ル
ン
ト
ウ(

「
私
」
の
幼
な
じ
み)

 

・
ル
ン
ト
ウ
の
父 

・
シ
ュ
イ
シ
ョ
ン(

ル
ン
ト
ウ
の
五
番
目
の
子)

 

 
 

・(

五
歳
に
な
る
女
の
子) 

 
 

・
ヤ
ン
お
ば
さ
ん
（
近
所
の
豆
腐
屋
） 

シュン家 ルントウ家 

 



⑷ 第４時 

ア 本時の目標 

○ 物語を読んで自分の考えをもつために，場面や登場人物の設定等を捉えて内容の理解に役立てることが

できる。 

イ 本時の評価規準 

観点 評価規準 具体的な生徒の姿 

読む能力 物語を読んで自分の考えをもつた

めに，場面や登場人物の設定等を捉え

て内容の理解に役立てている。 

 登場人物の関係や人物像とその変化を読み取り，人

物関係図に整理している。 

ウ 本時の学習過程 

 
学 習 活 動 

指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する生徒への支援） 
評価規準・評価方法 

 

導 

 

入 

 

１ 前時の学習を想起し，本時の

学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の目標を知る。 

 

◯ 前時の学習との繋がりをもたせるために，

前時に書かせた初読の感想の中から，登場人

物の関係や人物像とその変化に触れている

ものを紹介する。 

◯ 学習の見通しをもたせるために，改めてパ

ワーポイントで単元の流れを確認する。 

◯ 「故郷」について自分の考えをもつ上で，

登場人物の関係や人物像とその変化等物語

の枠組みを確認する必要があるため，本時は

人物関係図を書くことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

３ 登場人物を確認し，大まかな

関係を把握する。 

 

 

 

 

 

 

４ 教科書の言葉を根拠としな

がら，登場人物の関係や人物像

とその変化を読み取り，ワーク

シートに書く。 

 

 

 

 

 

◯ 登場人物の大まかな関係(家族関係等)を

確認するために，黒板に人物カードを貼って

整理する。 

・ 「私(シュン)」の家族とルントウの家族に

分かれる。 

・ ヤンおばさんは「私」の近所に住んでいる

豆腐屋である。 

 

◯ 本文の言葉を基にしながら読み取らせる

ために，根拠となる言葉に線を引いたり，教

科書のページや行をワークシートにメモし

たりするよう指示する。 

◯ 登場人物の関係や人物像とその変化を的

確に読み取らせるために，人物の見た目の描

写や行動，台詞，呼び名等に注意して読むよ

う促す。 

Ｃ：参照すべき教科書のページを教えて，情報

 

 

 

 

 

 

 

読 

Ａ：登場人物の関係や

人物像とその変化

を，根拠を明確にし

て読み取り，人物関

係図に整理してい

る。  

Ｂ：登場人物の関係や

人物像とその変化

を読み取り，人物関

人物関係図を書き，登場人物の関係や人物像とその変化を読み取ることがで 

きる。 

 



 

 

 

５ グループでワークシートの

内容を確認する。 

 

 

 

６ 読み取った内容を全体で共

有する。 

 

 

 

 

 

 

を一緒に探す。 

 

◯ 読み取った内容が適切かどうかを吟味さ

せるために，根拠となる本文の言葉を明らか

にしながら互いのワークシートを確認させ

る。 

 

◯ 「故郷」について自分の考えをもつ上で必

要な登場人物の関係や人物像とその変化を

全員で共有するために，読み取った内容を発

表させ，確認する。 

◯ 読み取った内容が適切かどうかを吟味す

るために，根拠となる本文の言葉を明らかに

しながら発表させる。 

 

係図に整理してい

る。  

 

ま 

と 

め 

７ 本時の振り返りをする。 ◯ めあてと振り返りに一貫性が出るよう，

「登場人物の関係や人物像とその変化を読

み取れたか」という視点で振り返りシートに

記入させる。 

 

エ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感
想
交
流
会
を
し
よ
う 

物
語
を
読
ん
で
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る 

 

「
故
郷
」
④ 

 

 

本
時
の
め
あ
て 

☆ 

人
物
関
係
図
を
書
き
、
登
場
人
物
の
関
係
や
人
物
像

と
そ
の
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

   

※
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
参
照 

 

 



⑸ 第５時 

ア 本時の目標 

○ 物語に表れているものの見方や考え方について自分の考えをもつことができる。 

イ 本時の評価規準 

観点 評価規準 具体的な生徒の姿 

読む能力 物語に表れているものの見方や

考え方について自分の考えをもっ

ている。 

 「話題Ⅰ」(最も重要な工夫は何か，最も重要な登

場人物は誰か等)について，作者の工夫を踏まえなが

ら自分の考えを書いている。 

ウ 本時の学習過程 

 
学 習 活 動 

指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する生徒への支援） 
評価規準・評価方法 

 

導 

 

入 

 

１ 前時の学習を想起し，本時の

目標を知る。 

 

 

 

 

 

◯ 前時の学習との繋がりをもたせるために

前時に「故郷」の大まかな内容や工夫を押さ

えたことを確認し，それを基に本時では物語

に対して自分なりの考えを形成していく学

習に入ることを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

２ 本時の学習の見通しをもつ。 

 

 

 

３ 前時や初読の感想の中で出

てきた作者の工夫を確認する。 

 

 

 

 

 

４ 作者の工夫を改めて探し，全

体で共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 「話題Ⅰ」から一つ選び，問

いに対する自分の考えを書く。 

◯ 本時の学習に見通しをもたせるために，絵

本の学習の際に深まった感想を提示し，作者

の工夫に着目することが考えをもつために

有効であることを想起させる。 

 

◯ 「話題Ⅰ」(板書計画参照)についての考え

を書く時間を確保するために，作者の工夫の

内，前時に学習した作者の工夫(登場人物の

関係や人物像の変化等)については教師主導

で確認する。また，初読の感想に生徒が記述

した作者の工夫への気付きを事前に教師が

プリントに整理しておき，紹介する。  

 

◯ 「話題Ⅰ」について考える上で重要な手が

かりとなる作者の工夫(板書計画参照)が明

らかになっていなければ，全体で共有し把握

させるために「変化」「繰り返し」「意外性」

といった観点を再度示しながら，改めて作者

の工夫を本文から探させる。 

Ｃ：「故郷の様子を表す色の変化に注意してみ

よう」「再会の場面と最後の場面で同じ言葉

が繰り返されているよ」等助言し，探す対象

を具体的に絞り込む。 

◯ 物語に対して主体的に考えをもてるよう，

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作者の工夫を踏まえて，「話題Ⅰ」について自分の考えを書くことができる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物語全体に関わり，かつそれぞれ切り口が異

なる４つの「話題」を示し，生徒に選択させ

る。 

◯ 本文に基づいて考えさせるために，確認し

た作者の工夫から考えの根拠となるものを

見付けるよう促す。 

Ｃ：書けそうな「話題」を一つ選ばせ，教師が

「その登場人物がいなかったら一番物語の

内容が変わりそうなのは誰だろう」「自分が

一番苦手だと感じる登場人物は誰だろう」

等，問いの言葉をより具体的なものに置き換

えて問いかけながら書かせる。 

 

読 

Ａ：「話題Ⅰ」につい

て，作者の工夫を踏

まえながら，筋道立

てて自分の考えを

書いている。  

Ｂ：「話題Ⅰ」につい

て，作者の工夫を踏

まえながら自分の

考えを書いている。  

(ワークシート) 

ま 

と 

め 

７ 本時の振り返りをする。 ◯ めあてと振り返りに一貫性が出るよう，作

者の工夫を踏まえて「話題Ⅰ」について考え

が書けたかという視点で振り返りシートに

記入させる。 

 

エ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物
語
を
読
ん
で
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る 

 

「
故
郷
」
⑤ 

 

 

本
時
の
め
あ
て 

☆ 

作
者
の
工
夫
を
踏
ま
え
て
、「
話
題Ⅰ

」
に
つ
い
て
自

分
の
考
え
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

〈
作
者
の
工
夫
〉 

◯
変
化 

 

・
ル
ン
ト
ウ
の
人
物
像 

 

・
ヤ
ン
お
ば
さ
ん
の
人
物
像 

 

・
ル
ン
ト
ウ
や
ヤ
ン
お
ば
さ
ん
と
「
私
」
の
関
係 

◯
繰
り
返
し 

 

・
紺
碧
の
空
、
金
色
の
丸
い
月 

 

・
壁 

 

・
希
望 

 

・
色(

鉛
色
、
薄
墨
色
な
ど) 

 

・
ど
き
っ
と
し
た 

◯
意
外
性 

 

・
ル
ン
ト
ウ
が
「
旦
那
様
」
と
言
っ
た 

 

・
ル
ン
ト
ウ
が
椀
を
灰
の
中
に
隠
し
た 

 

・
ヤ
ン
お
ば
さ
ん
が
当
然
の
よ
う
に
人
の
物
を
盗
る 

 

〈
話
題Ⅰ

〉 

 

① 

こ
の
作
品
の
中
で
一
番
重
要
な
場
面
は
ど
こ
だ
と

思
い
ま
す
か
？
そ
の
理
由
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 
② 
こ
の
作
品
で
作
者
が
し
て
い
る
最
も
重
要
な
工
夫
は

何
だ
と
思
い
ま
す
か
？
ま
た
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
効

果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？ 

 

③ 
(

中
心
人
物
以
外
で)

最
も
重
要
な
登
場
人
物
は
誰
だ

と
思
い
ま
す
か
？
理
由
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

そ
の
登
場
人
物
は
こ
の
作
品
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？ 

 

④ 

中
心
人
物
の
行
い
や
考
え
に
つ
い
て
あ
な
た
は
ど
う

思
い
ま
す
か
？(

共
感
で
き
ま
す
か
？
で
き
ま
せ
ん

か
？)

そ
の
理
由
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

【話題Ⅰ】 

① この作品の中で一番重要な場面はどこ

だと思いますか？その理由も教えてくだ

さい。(重要な要素を確認する) 

② この作品で作者がしている最も重要な

工夫は何だと思いますか？また、それはど

のような効果があると思いますか？(作者

の工夫に注意を向ける) 

③ (中心人物以外で)最も重要な登場人物

は誰だと思いますか？理由も教えてくだ

さい。また、その登場人物はこの作品の中

でどのような役割を果たしていると思い

ますか？(重要な要素を確認する) 

④ 中心人物の行いや考えについてあなた

はどう思いますか？(共感できますか？で

きませんか？)その理由も教えてくださ

い。(物語についての感じ方を表現する) 

 



⑹ 第６時 

ア 本時の目標 

○ 物語に表れているものの見方や考え方について整理し，交流して自分の考えを広げたり深めたりするこ

とができる。 

イ 本時の評価規準 

観点 評価規準 具体的な生徒の姿 

読む能力 物語に表れているものの見方や考

え方について整理し，交流して自分の

考えを広げたり深めたりしている。 

 「考えを深める言葉」を使って交流し，「話題Ⅰ」

についての自分の考えを発展させたり，根拠を具体

的にしたりしてワークシートに書いている。 

ウ 本時の学習過程 

 
学 習 活 動 

指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する生徒への支援） 
評価規準・評価方法 

 

導 

 

入 

 

１ 前時の学習を想起し，本時の

目標を知る。 

 

 

 

 

◯ 前時の学習との繋がりをもたせるために

前時に書いた「話題Ⅰ」についての自分の考

えを，交流によって広げたり深めたりするこ

とが本時の目標だと確認する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

３ 「考えを深める言葉」とは何

かを復習し，交流のイメージを

もつ。 

 

 

 

４ グループで「考えを深める言

葉」を使いながら自分の考えに

ついて交流し，「考えの形成シ

ート」に付箋を貼り合う。 

① グループ内で二人ずつの

ペアに分かれ，二人で相手へ

の質問を考えて付箋を貼る。 

② 質問する相手を変えて，①

の過程を繰り返す。 

 

 

 

◯ 本時の学習の見通しをもつために，第１～

２時で行った絵本についての交流を想起さ

せ，本時の学習過程(交流の手順)をパワーポ

イントで確認する。 

 

 

◯ 「考えを深める言葉」を復習するとともに

学習の達成モデルを示すために，絵本の学習

の際，「考えを深める言葉」を使いながら交

流し，考えを広げたり深めたりできていた生

徒のワークシートを紹介する。 

 

◯ 幅広く考えを広げたり深めたりするため

に，できるだけ三種の「考えを深める言葉」

を使うことを促す。 

Ｃ：付箋の書き方のパターンを教える。教師が

一緒に考え，モデルを示す。 

(例：根拠がない時→「本文のどこからそう思

ったのですか」) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「考えを深める言葉」を使って交流し，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。(話題Ⅰ) 

①「話題Ⅰ」についての自分の考えの確認(１) 

②「考えを深める言葉」を使ってグループで

交流(付箋を貼り合う) 

③メンバーが貼った付箋に対する考えをメモ

する 

④グループ交流(必要に応じて付箋を貼る) 

⑤「話題Ⅰ」についての自分の考えを書く(２) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

展 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５ 貼られた付箋に対する答え

や新たに考えたことを「考えの

形成シート」に書き加える。 

 

 

 

 

 

６ 再度グループ内で「考えの形

成シート」を交流し，必要であ

れば付箋やメモを書き足す。 

 

 

 

７ 交流したことを踏まえて，再

度「話題」に対する自分の考え

を書く。 

 

 

 

 

 

 

８ 最終的な自分の考えをグル

ープで交流した後，全体で共有

する。 

 

◯ 生徒の思考が止まらないように，付箋に対

する反応がすぐに思い付かない場合には，付

箋を「考えの形成シート」の隅等に置き，保

留しても良いと伝える。 

Ｃ：付箋に書かれた質問の意図を相手に確認さ

せたり，質問に対する答えを考えるために参

照すべき本文の箇所を確認させたりする。 

 

◯ 「考えを深める言葉」によってお互いの考

えが広がったり深まったりしたことを自覚

させるために，付箋(「考えを深める言葉」) 

とそれに対する応答(深まった考え)のつな

がりを確認させる。 

 

◯ 考えの広がりや深まりを生徒に表現させ

るために，交流を通して，初めに書いた自分

の考えから変化したことや，具体的になった

ことを踏まえて書くよう指示する。 

Ｃ：「考えの形成シート」に貼られた付箋の質

問と，自分のメモ欄に書いた答えをつないだ

り，新たに分かった点や詳しくなった点を箇

条書きにしたりするよう助言する。 

 

◯ 自分の書いた付箋(「考えを深める言葉」)

が相手の考えの形成に寄与した実感をもて

るよう，お互いの「考えの形成シート」を交

換し，付箋とそれに対する応答，それらを踏

まえた最終的な相手の考えのつながりを確

認させる。 

◯ 学習の達成モデルを示すために，交流を踏

まえて，考えが広がったり深まったりしてい

る生徒に発表させ，価値付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

読 

Ａ：「考えを深める言

葉」を使って交流

し，交流の中で得

た新たな根拠や

考えを筋道立て

て繋ぎ合わせ，

「話題Ⅰ」につい

ての自分の考え

を発展させたり，

根拠を具体的に

したりして書い

ている。 

Ｂ：「考えを深める言

葉」を使って交流

し，交流の中で得

た新たな根拠や

考えを踏まえて，

「話題Ⅰ」につい

ての自分の考え

を発展させたり，

根拠を具体的に

したりして書い

ている。 

(ワークシート) 

ま 

と 

め 

９ 本時の振り返りをする。 ◯ めあてと振り返りに一貫性が出るよう，

「考えを深める言葉」を使って交流できた

か，自分の考えを広げたり深めたりすること

ができたかという視点で振り返りシートに

記入させる。 

 

 

 

 

 

 



エ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感
想
交
流
会
を
し
よ
う 

物
語
を
読
ん
で
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る 

 
「
故
郷
」
⑥ 

 

本
時
の
め
あ
て 

☆ 

「
考
え
を
深
め
る
言
葉
」
を
使
っ
て
交
流
し
、
自
分
の

考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。(

話

題Ⅰ
)
 

  

「
考
え
を
深
め
る
言
葉
」 

 

…
考
え
を
具
体
的
に
し
た
り
、
多
面
的
な
も
の
に
し
た
り
、

発
展
さ
せ
た
り
す
る
た
め
の
言
葉 

 

◯
質
問
…
黄
色 

 

 
 

・
な
ぜ
～
な
の
か
？ 

 
 

・
ど
の
よ
う
に
～
な
の
か
？ 

・
本
文
の
ど
こ
か
ら
そ
う
思
っ
た
の
か
？ 

 
 

・
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
？ 

な
ど 

◯
関
連
付
け(

比
較)

…
青 

 
 

・
◯
◯(

タ
イ
ト
ル
・
場
面
・
言
葉
・
他
の
作
品
…)

と

つ
な
が
る
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

 
 

・
◯
◯
と
似
て
い
る(

逆
だ)

と
思
う
が
、
ど
う
？ 

 
 

・
自
分
な
ら
～
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

な
ど 

◯
推
測
…
赤 

 
 

・
ま
と
め
る
と
～
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

 
 

・
た
ぶ
ん
～
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

 
 

・
も
し
◯
◯
な
ら
～
だ
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

 

な
ど 

◯
そ
の
他
…
緑 

 
 

・
◯
◯
に
共
感
す
る 

 
 

・
◯
◯
は
違
う
と
思
う
、
な
ぜ
な
ら
… 

 
 

・
こ
の
あ
と
は
～
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

な
ど 



⑺ 第７時 

ア 本時の目標 

○ 物語に表れているものの見方や考え方について整理し，交流して自分の考えを広げたり深めたりするこ

とができる。 

イ 本時の評価規準 

観点 評価規準 具体的な生徒の姿 

読む能力 物語に表れているものの見方や考

え方について整理し，交流して自分の

考えを広げたり深めたりしている。 

 「考えを深める言葉」を使って，「話題Ⅱ」(「故郷」

が教えてくれること)についての自分の考えを発展

させたり，根拠を具体的にしたりしてワークシート

に書いている。 

ウ 本時の学習過程 

 
学 習 活 動 

指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する生徒への支援） 
評価規準・評価方法 

 

 

導 

 

入 

 

 

１ 前時の学習を想起し，本時の

目標を知る。 

 

 

 

 

◯ 前時の学習との繋がりをもたせるために

「話題Ⅰ」について考たことを基に，本時で

は自分なりに「故郷」という作品のテーマを

考えることを確認する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の学習の見通しをもつ。 

 

 

 

３ 「話題Ⅱ」(「故郷」が教え

てくれること)についての自分

の考えを書く。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自分の書いた考えを読み直

し，「考えを深める言葉」を使

って自分で付箋を貼り，それに

対する考えを書き加える。 

 

 

５ グループで「考えの形成シー

ト」を交流し，「考えを深める

◯ 本時の学習に見通しをもたせるために，

「話題Ⅰ」で自分の考えを広げたり深めたり

した付箋の言葉を発表させ，「考えを深める

言葉」の効果を想起させる。 

 

◯ 授業を通して広がったり深まったりした

自分の考えを踏まえながら作品全体の価値

を考えさせるために，これまでに押さえた作

者の工夫や，「話題Ⅰ」についての自分の考

えを参照しながら書かせる。 

◯ 書く内容のイメージがもてるように，単元

の初めに読んだ絵本を例にしてパワーポイ

ントでモデルを示す。 

 

◯ 一人で「考えを深める言葉」を使って考え

を広げたり深めたりさせるために，「質問」

の言葉を使った付箋を一枚書かせることで

「考えを深める言葉」が自己対話にも生かせ

ることを実感させる。  

 

◯ 一人で「考えを深める言葉」を使えるよう

にさせるために，今回はペアに分かれず，グ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「考えを深める言葉」を使って，自分の考えを広げたり深めたりすることが

できる。（話題Ⅱ） 

「最も重要な工夫とその効果」という

話題に対して，「一つの出来事を四つの

視点から描き，人によってものの見え

方が異なるということを伝える効果が

ある」と考えた。このことから，この

絵本は「人によってものの見え方が異

なるから，時には視点を変えて物事を

見ることが大切だ」ということを教え

てくれると思う。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

展 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言葉」を使ってお互いに付箋を

貼り合う。 

 

 

 

 

６ 貼られた付箋に対する答え

や新たに考えたことを「考えの

形成シート」に書き加える。 

 

 

 

 

 

７ 再度グループ内で「考えの形

成シート」を交流し，必要であ

れば付箋やメモを書き足す。 

 

 

 

９ 交流したことを踏まえて，再

度「故郷が教えてくれること」

について自分の考えを書く。 

 

 

 

 

 

 

10 最終的な自分の考えをグル

ープで交流する。 

ループのメンバー全員で一斉に「考えの形成

シート」を交流し，各自で付箋を貼るよう指

示する。 

Ｃ：一人で付箋を貼ることが難しい場合は，ペ

アで質問を考えてもよいことを伝える。 

 

◯ 生徒の思考が止まらないように，付箋に対

する反応がすぐに思い付かない場合には，付

箋を「考えの形成シート」の隅等に置き，保

留しても良いと伝える。 

Ｃ：付箋に書かれた質問の意図を相手に確認さ

せたり，質問に対する答えを考えるために参

照すべき本文の箇所を教えたりする。 

 

◯ 「考えを深める言葉」によってお互いの考

えが広がったり深まったりしたことを自覚

させるために，付箋(「考えを深める言葉」) 

とそれに対する応答(深まった考え)のつな

がりを確認させる。 

 

◯ 考えの広がりや深まりを生徒に表現させ

るために，交流を通して，初めに書いた自分

の考えから変化したことや，具体的になった

ことを踏まえて書くよう指示する。 

Ｃ：「考えの形成シート」に貼られた付箋の質

問と，自分のメモ欄に書いた答えをつないだ

り，新たに分かった点や詳しくなった点を箇

条書きにしたりするよう助言する。 

 

◯ 自分の書いた付箋(「考えを深める言葉」)

が考えの形成に寄与した実感を与えるため

に，お互いの「考えの形成シート」を確認さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読 

Ａ：「考えを深める言

葉」を使って交流

し，交流の中で得

た新たな根拠や

考えを筋道立て

て繋ぎ合わせ，

「話題Ⅱ」につい

ての自分の考え

を発展させたり，

根拠を具体的に

したりして書い

ている。  

Ｂ：「考えを深める言

葉」を使って交流

し，交流の中で得

た新たな根拠や

考えを踏まえて，

「話題Ⅱ」につい

ての自分の考え

を発展させたり，

根拠を具体的に

 

 



したりして書い

ている。  

（ワークシート） 

ま 

と 

め 

11 本時の振り返りをする。 ◯ めあてと振り返りに一貫性が出るよう，

「考えを深める言葉」を使って交流できた

か，「故郷」が教えてくれることについて自

分の考えを広げたり深めたりすることがで

きたかという視点で振り返りシートに記入

させる。 

 

エ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑻ 第８時 

感
想
交
流
会
を
し
よ
う 

物
語
を
読
ん
で
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る 

 

「
故
郷
」
⑦ 

 

本
時
の
め
あ
て 

☆ 

こ
れ
ま
で
読
み
取
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
基
に
、

「
故
郷
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
自
分
の
意

見
を
書
く
。 

  

「
考
え
を
深
め
る
言
葉
」 

 

…
考
え
を
具
体
的
に
し
た
り
、
多
面
的
な
も
の
に
し
た
り
、

発
展
さ
せ
た
り
す
る
た
め
の
言
葉 

 

◯
質
問
…
黄
色 

 

 
 

・
な
ぜ
～
な
の
か
？ 

 
 

・
ど
の
よ
う
に
～
な
の
か
？ 

・
本
文
の
ど
こ
か
ら
そ
う
思
っ
た
の
か
？ 

 
 

・
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
？ 

な
ど 

◯
関
連
付
け(
比
較)

…
青 

 
 

・
◯
◯(

タ
イ
ト
ル
・
場
面
・
言
葉
・
他
の
作
品
…)

と

つ
な
が
る
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

 
 

・
◯
◯
と
似
て
い
る(
逆
だ)

と
思
う
が
、
ど
う
？ 

 
 

・
自
分
な
ら
～
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

な
ど 

◯
推
測
…
赤 

 
 

・
ま
と
め
る
と
～
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

 
 

・
た
ぶ
ん
～
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

 
 

・
も
し
◯
◯
な
ら
～
だ
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

 

な
ど 

◯
そ
の
他
…
緑 

 
 

・
◯
◯
に
共
感
す
る 

 
 

・
◯
◯
は
違
う
と
思
う
、
な
ぜ
な
ら
… 

 
 

・
こ
の
あ
と
は
～
と
思
う
が
、
ど
う
？ 

な
ど 

 



ア 本時の目標 

○ 物語を読んで考えたことを交流するために，グループの意見を整理しようとすることができる。 

イ 本時の評価規準 

観点 評価規準 具体的な生徒の姿 

関心・意欲・態

度 

物語を読んで考えたことを交流す

るために，グループの意見を整理しよ

うとしている。 

 「話題Ⅰ」と「話題Ⅱ」（「故郷」が教えてくれるこ

と）についてグループで出た考えの共通点や相違点

を整理し，要点をまとめようとしている。 

ウ 本時の学習過程 

 
学 習 活 動 

指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する生徒への支援） 
評価規準・評価方法 

 

 

導 

 

入 

 

 

１ 前時までの学習を想起し，本

時の学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

２ 本時の目標を知る。 

 

◯ 前時までの学習との繋がりをもたせるた

めに「話題Ⅰ」，「話題Ⅱ」(「故郷」が教え

てくれること)について交流することによっ

て自分の考えを広げたり深めたりしたこと

を確認し，本時では次時の感想交流会に向け

てグループで意見を整理することを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

３ 感想交流会に向けての準備

の手順を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ グループでフリップを作り，

感想交流会の練習をする。 

 

 

 

 

 

◯ 手順を分かりやすく伝えるために，パワー

ポイントを用いて説明する。 

◯ 達成目標を分かりやすく伝えるために，フ

リップの書き方を例示する。 

１枚目：「話題Ⅰ」 

２枚目：「話題Ⅰ」に対する考え 

３枚目：「話題Ⅱ」(「故郷」が教えてくれるこ

と)に対する考え 

◯ 考えを広げたり深めたりするという単元

の目標に沿った活動にするために，グループ

で出た考えを一つにまとめる必要はなく，メ

ンバーの意見の共通点と相違点を明らかに

して整理し，どのような考えが出たか，なぜ

そのように考えたのかを説明することを重

視させる。 

 

◯ グループの中で出た意見を適切にまとめ

させるために，これまでに書いた「考えの形

成シート」を参照しながら，メンバーの考え

を共通点と相違点に分けて整理させる。 

Ｃ：共通点や相違点を見出すための観点を教師

が例示する。(重要な登場人物として同じ人

物を取り上げている人はいなかったかな？

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関 

Ａ：「話題Ⅰ」と「話

題Ⅱ」（「故郷」が

教えてくれるこ

と）についてグル

ープで出た考え

の共通点や相違

点を整理し，説明

感想交流会に向けて，グループの意見を整理することができる。 

 

① フリップを作る 

 １ 「話題Ⅰ」 

 ２ 「話題Ⅰ」に対する考え 

 ３ 「故郷」が教えてくれることに対す

る考え 

② 役割分担をして話す練習をする 

 ※一人一回は話す場面を作る。 

 ※考えを一つにまとめるのではなく，ど

のような考えが出たかを伝える。 

 ※考えた理由も口頭で説明する。 



 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「故郷」のテーマを一言で言うとそれぞれ何

だと思っているのかな？等)  

 

 

の順序を考える

等分かりやすく

伝えるための工

夫をしようとし

ている。 

Ｂ：「話題Ⅰ」と「話

題Ⅱ」（「故郷」が

教えてくれるこ

と）についてグル

ープで出た考え

の共通点や相違

点を整理し，要点

をまとめようと

している。 

(フリップ，観察) 

ま 

と 

め 

５ 本時の振り返りをする。 ◯ めあてと振り返りに一貫性が出るよう，感

想交流会に向けてグループの意見を整理す

ることができたかという視点で振り返りシ

ートに記入させる。 

 

エ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感
想
交
流
会
を
し
よ
う 

物
語
を
読
ん
で
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る 

 

「
故
郷
」
⑧ 

 

本
時
の
め
あ
て 

☆ 

感
想
交
流
会
に
向
け
て
，
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
整
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

           

〈
発
表
の
仕
方
の
例
〉 

 

・
私
達
の
班
は
「
話
題Ⅰ

」
と
い
う
話
題
で
交
流
し
ま
し

た
。 

 

・
◯
◯
や
△
△
と
い
う
考
え
が
出
ま
し
た
。 

 
 

◯
◯
と
考
え
た
理
由
は
～
で
す
。 

 
 

△
△
と
考
え
た
理
由
は
～
で
す
。 

 

・
そ
の
後
「
故
郷
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
交

流
し
ま
し
た
。 

 

・
◯
◯
や
△
△
と
い
う
考
え
が
で
ま
し
た
。 

 
 

◯
◯
と
考
え
た
理
由
は
～
で
す
。 

 
 

△
△
と
考
え
た
理
由
は
～
で
す
。 

 

・
交
流
を
通
し
て
の
感
想
は
～
で
す
。 

 
・
こ
れ
で
私
達
の
発
表
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

フリップの例 

フリップの例 

フリップの例 

〈
フ
リ
ッ
プ
の
例
の
具
体
〉 

「話題Ⅰ」 

 

一番重要な場面は誰か？ 

「話題Ⅰ」についての考え 

①ルントウが「旦那様･･･」と

言う場面 

②最後の「希望とは･･･」とい

う言葉が出てくる場面 

「故郷」が教えてくれること 

①人と接するときは心を見る 

②思うだけでなく行動するこ

とが大切 

 

【１枚目】 【２枚目】 【３枚目】 

 



⑼ 第９時 

ア 本時の目標 

○ 物語について自分の考えをもち，交流して考えを広げたり深めたりしようとすることができる。 

イ 本時の評価規準 

観点 評価規準 具体的な生徒の姿 

関心・意欲・態

度 

物語について自分の考えをもち，交

流して考えを広げたり深めたりしよ

うとしている。 

 感想交流会を通して，自分と他者の考えの共通点や

相違点を知ろうとしている。 

ウ 本時の学習過程 

 
学 習 活 動 

指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する生徒への支援） 
評価規準・評価方法 

導 

入 

１ 前時を振り返り本時の目標

を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 前時との繋がりをもたせるために，「話題

Ⅰ」(最も重要な場面はどこか等)，「話題Ⅱ」

(「故郷」が教えてくれること)についてグル

ープで出た意見を共通点，相違点を視点に整

理したことを想起させる。その際，本時の交

流会においても自分の考えと比べながら聴

くことで「考えを深める言葉」が使いやすく

なることを，例を挙げて確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

  

２ 本時の学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

３ 感想交流会をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 本時の見通しをもたせるために，交流会の

目的と手順をパワーポイントで再確認する。 

 

 

 

 

◯ 感想交流会を通して，自分の考えを広げた

り深めたりできるよう，メモ用紙に自分の考

えとの共通点，相違点を書き留めるよう指示

する。特に根拠となる作者の工夫やその解釈

の違いに注意させる。 

◯ 他のグループから発表された考えを，より

広げたり深めたりすることで，自分の考えを

書く際の参考にできることを伝え，「考えを

深める言葉」を使って質問することを促す。 

・ 発表の中で◯◯と考えたと言っていました

が，理由をもう少し具体的に教えてくださ

い。 

・ 私達はグループの中で意見が分かれたこと

があったのですが，そのようなことはなかっ

たですか。分かれた理由は何でしたか。等 

 

 

 

 

 

 

関 

Ａ：感想交流会を通し

て，自分と他者の

考えの共通点や

相違点を知り，自

分の考えに付け

加えたり修正し

たりしようとし

ている。  

Ｂ：感想交流会を通し

て，自分と他者の

考えの共通点や

相違点を知ろう

としている。  

(ワークシート，観察) 

感想交流会を通して，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。 

 

◯目的 

 考えを広げたり深めたりすること 

◯発表の手順 

・フリップを出しながらグループで出
た意見を説明する 

・理由は口頭で説明する 

・発表後質疑応答の時間をとる 

※聴き手はメモをとりながら聴くこと 



 

 

Ｃ：発表者のフリップを見ながら，それぞれの

意見をメモさせ，後から自分の考えとの共通

点や相違点を探し，印をつけるよう指示す

る。 

ま 

と 

め 

４ 本時の振り返りをする。 ◯ 他者の考えと自分の考えを比べ，共通点や

相違点を知ることで，自分の考えをさらに広

げたり深めたりすることができるというこ

とを全員で共有するために，気付きがよく書

けている生徒数名に発表させるとともに，教

師が感想交流会を通して気付いた各グルー

プの共通点や相違点を述べ，感想交流会全体

の価値付けをする。 

◯ めあてと振り返りに一貫性が出るよう，

「感想交流会を通して，自分の考えを広げた

り深めたりすることができたか」という視点

で振り返りシートに記入させる。 

 

エ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感
想
交
流
会
を
し
よ
う 

物
語
を
読
ん
で
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る 

 

「
故
郷
」
⑨ 

 

本
時
の
め
あ
て 

☆ 

感
想
交
流
会
を
し
て
，
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

   

 

 



⑽ 第 10時 

ア 本時の目標 

○ 物語に表れているものの見方や考え方について整理し，人間や社会等について自分の意見をもつことが

できる。 

イ 本時の評価規準 

観点 評価規準 具体的な生徒の姿 

読む能力 物語に表れているものの見方や考

え方について整理し，人間や社会等に

ついて自分の意見をもっている。 

 「故郷」のテーマを自分なりに捉え，そのテーマに

対する自分の考えを，根拠を明確にして書いている。 

ウ 本時の学習過程 

 
学 習 活 動 

指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する生徒への支援） 
評価規準・評価方法 

導 

 

入 

１ 前時までを振り返り，本時の

目標を知る。 

 

 

 

 

 

◯ 前時までの学習の積み重ねが感想文に生

きることを理解させるために，「考えを深め

る言葉」を使って考えを深めることができて

いたグループの発表をモデルとして紹介す

る。  

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

  

２ 本時の学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 感想文を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本時の学習の見通しをもたせるために，絵

本を題材とした感想文のモデルを示し，書く

際のポイントとその具体を捉えさせる。 

・「故郷」のテーマを自分なりに捉えること。 

・そのテーマに対する自分の考えを書くこと。 

・根拠を明確にして書くこと。 

 

○ 単元を通して広げたり深めたりしてきた

「故郷」についての自分の考えを踏まえて書

けるよう，これまでの学習で記述した「考え

の形成シート」や感想交流会での気付きを書

いたメモを参照させ，「話題Ⅰ」(最も重要な

場面はどこか等)について考えたことと「話

題Ⅱ」(「故郷」が教えてくれること)につい

て考えたことを繋げて感想文を書くよう指

示する。 

Ｃ：感想文の構成を教え，それに沿って書く内

容を箇条書きで整理させる。 

①私は「話題Ⅰ」(「故郷」の中で最も重要な

場面はどこか等)について，初めは～と考え

ていたが，交流を通して～という考えになっ

た。 

②その理由は，～。 

読 

Ａ：「故郷」のテーマ

を自分なりに捉

え，そのテーマに

対する自分の考

えを，これまでの

考えの変遷を踏

まえながら根拠

を明確にして書

いている。 

Ｂ：「故郷」のテーマ

を自分なりに捉

え，そのテーマに

対する自分の考

えを，根拠を明確

にして書いてい

る。 

(感想文) 

学習したことをもとに感想文を書くことができる。 

 



③このことを踏まえて，私は「話題Ⅱ」(「故

郷」が教えてくれること)は～だと考えた。 

④「故郷」から学んだ～を，私は今後～に生か

していきたい。 

ま 

と 

め 

４ 本時の振り返りをする。 ◯ めあてと振り返りに一貫性が出るよう，

「学習したことをもとに感想文を書くこと

ができたか」という視点で振り返りシートに

記入させる。 

 

エ 板書計画 
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学
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し
た
こ
と
を
も
と
に
感
想
文
を
書
く
こ
と
が

で
き
る
。 

  

〈
感
想
文
を
書
く
時
の
ポ
イ
ン
ト
〉 

 

○ 

「
故
郷
」
の
テ
ー
マ
を
自
分
な
り
に
捉
え
る
。 

 

○ 

そ
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
書
く
。 

 

○ 

根
拠
を
明
確
に
し
て
書
く
。 

 
 

 



⑾ 第 11時 

ア 本時の目標 

○ 単元を振り返り，自分の考えの広がりや深まりを自覚し，学習したことを価値付けようとすることがで

きる。 

イ 本時の評価規準 

観点 評価規準 具体的な生徒の姿 

関心・意欲・態

度 

単元を振り返り，自分の考えの広が

りや深まりを自覚し，学習したことを

価値付けようとしている。 

 単元全体を振り返り，自分の考えを広げたり深めた

りするために「考えを深める言葉」がどのように役

立ったかを，振り返りシートに書こうとしている。 

ウ 本時の学習過程 

 
学 習 活 動 

指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する生徒への支援） 
評価規準・評価方法 

導 

 

入 

１ 前時までの学習を振り返り，

本時の目標を知る。 

 

 

 

 

 

 

◯ 前時までの学習の成果を実感させるため

に，前時に書いた感想文の中から自分の考え

を広げたり深めたりすることができている

ものを紹介する。その際，自分が学んだこと

を整理することで今後の学習や生活に生か

していけることを伝える。 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

  

２ 本時の学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ モデルとなる感想文の良い

点を考え，共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 単元全体の振り返りを書く。 

◯ 本時の学習の見通しをもつために，これま

での学習で用いた「考えの形成シート」を参

照して，物語を読んで自分の考えを広げたり

深めたりするために学習したことを確認し，

それらが自分の学びを振り返る視点となる

ことを説明する。 

・ 作者の工夫に気付くこと 

・ 作者の工夫の意味を「質問」「関連付け」

「推測」等の「考えを深める言葉」を使って

考えること 

・ 考えたことを繋げて，作品全体のテーマを

自分なりに捉えること 

 

◯ 自分の学びを振り返る際の視点を具体的

に理解させるために，絵本について書いた感

想文の中で，初読の感想文からの変容が大き

いものを例示し，説明が詳しくなっていると

ころや，知識や経験との関連付けができてい

るところ，作品全体のテーマを捉えて書いて

いるところを指摘させる。 

 

◯ 自分の学びを自覚させるために，「故郷」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関 

単元全体を振り返って，自分が学んだことを書くことができる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

について書いた初読の感想文と前時に書い

た感想文を比べ，自分の考えの説明が詳しく

なったところや自分の知識や経験と関連付

けて書いているところ，作品のテーマを捉え

て書いているところに線を引かせ，自分の考

えの変容についての気付きを書かせる。ま

た，「考えの形成シート」を参照させ，どの

付箋が特に自分の考えを広げたり深めたり

することにつながったのかを確認させる。 

Ｃ：「どの付箋について考えたときに，この考

えが付け足されたのだろう」等，具体的な活

動場面を想起させるやりとりを口頭で行い

記述させる。 

 

 

Ａ：単元全体を振り返

り，自分の考えを

広げたり深めた

りするために「考

えを深める言葉」

がどのように役

立ったか，今後ど

のように生かし

ていくかを振り

返りシートに書

こうとしている。 

Ｂ：単元全体を振り返

り，自分の考えを

広げたり深めた

りするために「考

えを深める言葉」

がどのように役

立ったかを，振り

返りシートに書

こうとしている。 

(振り返りシート) 

ま 

と 

め 

６ 単元のまとめをする。 ◯ 単元を通じて学んだことが今後に生かせ

るよう，文章を読むときに「考えを深める言

葉」を意識し，考えを広げたり深めたりする

ことを継続して欲しいという教師の願いを

伝える。 

 

エ 板書計画 
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学
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と
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と
が
で
き
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